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は　じ　め　に

　筆者は、日英の若者の「学校から雇用への移行」に関わって、実態調査

にもとつく実証的研究を進めてきた。若者の雇用への移行過程の動揺と不

安定化は、1980年代以降の世界的な傾向となっている。そうしたなかで

高等教育へと進学しない若者にとって、雇用への移行という視点で見る限

り、義務教育後の職業教育は、アカデミックな普通教育と比べた場合に相

対的な優位さを保持していることを示す多くの証拠が見出される。しか

し、高等教育以上の学歴を必要とするような専門職や管理職、技術者や準

専門職への雇用構造の高学歴化が進み、他方で、かつて後期中等教育の出

身者が主力供給源であった事務職や熟練職といった中位水準職種が、大幅

に減少している。産業構造や雇用構造の大規模な変容によって、後期中等

教育やそこで職業教育が果たしてきた完成教育としての役割や雇用への安

定的移行を保障する役割は動揺をきたして久しい。多くの国々は、後期中

等教育を完成型教育から生涯学習型教育へ移行させ、そこでの職業教育の

意味を再確定するなどの課題に直面しながらも、全般的に見て後期中等段

階の職業教育は衰退傾向にあるといえる。その改革の方向性や具体的な解

決策は一様でなく、依然として混迷・模索のなかにあるといえる。

　先進国の多くにおいて、後期中等段階での職業教育の衰退、縮小が趨勢
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となるなかにあって、イギリス1）におy・ては、近年においても職業教育を

主力とする継続教育が拡大を続け、後期中等段階（16－18歳）の在籍者

数で見る限り、中等学校に在籍する学生数を継続教育カレッジの学生数が

上回るという、先進国のなかでは珍しい状況が続いている。しかも、継続

教育は量的な拡大だけでなく、その教育の質や成果に関しても、たとえ

ば、中退率、資格取得率、生徒の満足度、授業の質など数多くの指標にお

いて、パフォーマンスの年々の向上が明かになっている。

　こうした継続教育の量質の拡大・改善は、学生数や教育成果を補助金と

強力に結びつける財政システムや『学校・カレッジ別成績一覧表』

（Achievement　and　Attainment　Tables）による教育成果の公表等を「て

こ」とした、市場原理、競争原理を浸透させる政策によって、継続教育カ

レッジに半ば強制的に課せられた自助努力の結果としてもたらされた側面

が強い。補助金拡大のための学生獲得という短期の成果を求めての継続教

育カレッジ間の激しい競争は、長期的な戦略の欠如、全国的な一貫性の欠

如、労働市場の需要や生徒個人の多様なニーズとのミスマッチなど、少な

くない問題点が指摘され、その改善が政策的な課題となっている。

　本稿では、①イギリス教育の最大の領域であり複雑極まりない継続教育

の全体的な概要と特徴を紹介する。その上で、②19歳未満の若者を対象

とした継続教育に注目し、後期中等段階の教育・訓練のなかでの継続教育

カレッジの位置づけや役割について明らかにする。

第1章　継続教育の概要

第1節　継続教育とは何か

　広義の継続教育は、「学校教育終了後の教育のうち、大学で提供される

高等教育を除くあらゆるタイプの教育」2）と定義される。継続教育を提供

　1）本稿でいうイギリスとは、英連邦王国のうちイングランドに限定して使

　　用している。
　2）　Gordon，　P．　＆　Lawton，　D．　（2003）　Dictionar　y　of　British　Education，

　　p．100．ただし、大学など高等教育機関によって提供されながらも、高等

　　教育の範疇の属さないプログラムは継続教育に分類される。
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図表1提供機関タイプ別学習者数（200412005年）

提供機関タイプ 数 （％）

■

General　FE　and　Tertiary　Colleges
3400000　，　　　　，

55．5

Sixth　Form　Colleges 226，000 3．7

Other　College 193，000 3．1

Extemal　Institution＊ 435，000 7．1

Personal　and　community　developing　leaming＊＊ 915，000 14．9

Work－based　leaming　provider 519，000 8．5

School　Sixth　Form 349，000 5．7

FE　in　Higher　Education 94，000 1．5

合　計
6131000　，　　　　　，

100．0

Note：＊地方教育当局が維持するるが財政的には独立した機関。財政は、LSCよ
　　　　り支出。

　　　＊＊以前は、成人・コミュニティー学習といわれていた。

Source　：　DfES，　Further　Education　：　Raising　Sleills，　lmproving　Life　Chances　：

　　　　Technical　Supplement　to　the　White　Paper，　2007，　p．5．

する機関には、典型的な継続教育カレッジだけでなく、地方教育当局

（Local　Education　Authority）、職場に基盤を置く教育・訓練機関、成人

教育やコミュニティ教育を提供する各種の機関・団体、高等教育機関など

多様な提供主体が存在する。図表1は、2004！2005年における機i関タイプ

ごとの生徒の数を表したものである。広義の継続教育を受けている生徒数

は、年間推計で延べ6，131，000人にのぼる3＞。多様な機関・団体が、さま

ざまな年齢・階層の学習ニーズに合わせて、多種多様な内容、レベル、期

間、教育方法からなる継続教育を提供し、「継続教育を余すことなく定義

することは神のみのなせる技」4）と例えられるほどの広大無辺の教育分野

を構成している。

　継続教育提供において最も大きいシェアーを占める継続教育カレラジ

（61．3％）には、大きく6つのタイプがあり、その校数はイングランドだ

けで378校にのぼる（図表2）。ジェネラル継続教育カレッジとターシャ

3）　DfES　（2006）　Further　Education　：　Raising　Shills，　lmproving　Life

　Chances　：　Technical　Supplement　to　VVhite　Paper，　p．4．

4）　FEFC　（1997）　Learning　Works

　Education，　p．15．

：　Widening　Participation　in　Further
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図表2　カレッジ・タイプ別学打数（2006107年）

カレッジ・タイプ 校数

General　FE　College 199

Sixth　Fom　College 96

Tertiaτy　Col監ege 48

Ag廊ultural　and　Horticultural　College 16

Specialist　Designated　College 14

Art，　Design　and　Per負）rming　Art　College 5

合　計 378

Source：DfES　（2007）　op．　cit．　p．4．

リー・カレッジは、一つのカレッジにおいて多種多様の職業コースやアカ

デミックなコースを含む総合的な教育プログラムを提供している。生徒数

は1～2万人以上の大規模なカレッジが多い5）。

　その他のカレッジは、専門分野に特化したコースを提供している。農

業・園芸カレッジ（Agricultural　and　Horticultural　College）や芸術・デ

ザイン・パフォーミングアートカレッジ（Art，　Design　and　Performing

Art　College）など、特定の職業・専門分野の教育を提供するカレッジ

と、障害や学習障害を持った生徒のための特別指定カレッジ（Specialist

Designated　College）がある。また、第6級カレッジは、大学進学準備の

ためのアカデミックな教育が中心であり、全年齢層を対象とする他のタイ

プのカレッジと違って、基本的に19歳未満の若者を対象としている。行

政区分や法的な位置づけは継続教育機関でありながら、内容的にはむしろ

伝統的な中等学校の第6級（School　Sixth　Form）に近い。

第2節年齢別・性別生徒分布

　継続教育カレッジの多くは、基本的に「包摂アプローチ」（inclusive　ap－

　5）ターシャリー・カレッジとは、地域における中等学校の上級段階（ポス
　　　ト義務教育）にあたる第6級（Sixth　Form）もすべて継続教育カレッジ
　　　に統合して、カレッジとして独立させたものをいう。ジェネラル継続カ
　　　レッジを持つ地域では、中等学校の第6級が併存するのに対し、ターシ
　　　ャーリー・カレッジシステムズを採用する地域では、義務教育後の16－18
　　　歳を対象とする教育機関は、ターシャリー・カレッジでのみで編成され
　　　ることになるQ
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proach）を採用し、教育や職業訓練から利益を受けたいと希望するすべ

ての者を、選抜することなく受け入れている6）。従って、継続教育カレッ

ジの顕著な特徴のひとつは、受け入れる生徒の多様性である。継続教育

は、本質的に「あらゆる者のための教育（education　for　all）」であり、

生徒を、年齢、身分（働いている者、純粋な学生、主婦、退職者など）、

性、これまで獲得してきた学力や資格、社会的・文化的背景、学習ニーズ

等に関して、あらゆる層から受け入れている。

　まず、年齢と性別による生徒分布をみてみることにする。継続教育カレ

ッジへの入学資格は、かつては義務教育修了の16歳以上であったが、現

在では14歳以上に引き下げられている7）。全体の年齢構成は、19歳以上

の成人が約314（72．9％）と多数を占め、19歳未満の若者は1／4（26．7

％）にとどまる。男女比は、男性（42．2％）、女性（57．9％）で、女性が

やや多い。継続教育カレッジでは、教育目的や目指す資格の種類やレベル

が同じであれば、年齢・性別にかかわりなく同じコース、同じクラスで席

を並べて授業を受けることになっている8）。しかし、彼らの在籍するコー

スや授業形態の分布をみると、年齢による顕著な傾向がみられる。以下の

統計は、断りのない限り、学習・スキル協議会（LSC：Leaming　and　Skill

Council）が財政出資をしている継続教育カレッジと外部機関（External

Institution）に限定した数字を示している。

　図表3は、年齢別に、フルタイムとパートタイムのコースに所属する

生徒の数と割合を表したものである（なお、フルタイムのコースとは年間

6　）　Huddleston，　P．　＆　Unwin，　L．　（2007）　Teaching　and　Learning　in　Further

　Education　：　Diversitor　＆　Change，　Routledge，　p．9．

7）1990年までは、継続教育セクターは、義務教育を終えた16歳以上の教
　育と定義（限定）されていたが、現在では、14歳以上であれば、中等学

　校に在籍しながら週に1日から数日、継続教育カレッジに通い、実習や
　職業関係の授業を受けることができる。

8）ただし、年齢による制度的・行政的措置にはいくつかの違いがある。例

　えば、19歳未満の生徒は、カレッジの授業料は無償であり、また、家庭
　の所得の低い場合、EMA（Education　Maintenance　Allowance）といわ

　れる就学奨励金が支給される。成人にはそのような行政的な措置は講じ
　　られない。
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図表3　継続教育における年齢別・学習モード別学習者数と割合

年齢
フルタイム／

pートタイム
人数（千） （％）

フルタイム 639．1 22．7
19歳未満

パートタイム 113．3 4．0

フルタイム 267 9．5

19歳以上
パートタイム 1782．7 63．4

フルタイム 1．2 0．0

年齢不明
パートタイム 10 0．4

合　計 2813．3 100．0

19歳未満
パートタイム

　40fe

歳以上
タイム

oof，

Source　：　LSC　（2008）　17irst　Release　：　17urther　Education，　Worfe　Based　Learn－

　　　　ing，　Train　to　Gain　and　Adult　and　Conzmunity　Learning　一　Learner

　　　　Numbers　in　Englαnd　：2006／07、100頁より作成。

授業時間が450時間を超えるもの、パートタイムのコースとは、450時

間未満のものを指す）。19歳未満の若者のほとんどはフルタイムのコース

に属している（フルタイム84．9％、パートタイム15．1％）。対照的に、19

歳以上では、パートタイムの生徒が8割以上を占める（フルタイム13．0

％、パートタイム87．0％）。

第3節　教育目的別・資格レベル別生徒分布

（1）コースレベル・学習期間・資格タイプ

　学習・スキル協議会の集計をみると、2005／2006年度の全継続教育カレ

ッジが提供するコース名は10081種類にのぼり、膨大な種類とレベルの

教育が提供されていることがうかがわれる。継続教育全体、あるいは大規

模なジェネラル継続教育カレッジなどであれば一つの機関内において、読

書きの初歩、義務教育段階の補修、職業準備などの基礎的なレベルから、

上級レベルでは、高等教育相当の基礎学位（foundation　degree）や専門

職資格を目指すコースなど、ほぼすべてのレベルをカバーする教育が提供

されている。

　全国資格フレームワークNQF（National　Qualification　Framework）

にしたがって、生徒がどの資格レベルに分布しているのかをみたものが図

表4である。19歳未満では、過半数をやや超える54．6％の者がレベル3

のコースに学んでいる。残りは、27．0％の者がレベル2で、17．8％の者
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100％

o％

図表4　年齢別資格レベル（2006－2007）

　04

囲Level不明

富Le＞el　4，5及

び高等教育

an　Level　3

MLevel　2

一　Levol　1　and

entry

　　　　　　　　　19歳未満　　　　　19歳以上
　　Source：　LSC　（2007）　Further　Education：　Work　Based　tearning，

　　　　　　Training　to　Gain　and　Adult　and　Comrnunity　learning
　　　　　　Leαmer　Numbers　in　Englαnd’2006／07より作成。

がレベル1またはエントリーレベルで教育を受けている。他方、19歳以

上の者に関しては、約3／4（75．0％）がレベル2以下のコースで学んでお

り、それぞれレベル1およびエントリーレベルのコースに38．9％、レベ

ル2のコースに36．1％が在籍している。成人のなかには、レベル4以上

のコースで学んでいる者もいるが、全体としてその割合は大きくはない。

　コースを短期・長期に区分し9）、さらにアカデミックなコースか職業コ

ースかに分けて、生徒の年齢別分布を示したのが図表5である。長期コ

ースに関しては、19歳以上の成人では、職業コースに67．3％が学び、19

歳未満の若者の場合は、職業コースとアカデミックコースの割合は、ほぼ

拮抗しておりそれぞれ52．7％と47．3％になっている。

　なお、アカデミックなコースか職業コースかという二分法はかなり大雑

把な分類である。コースの目標とする資格の性質によって、教育内容や方

法、授業形態は大きく異なり、大別してさらに次のように4つのタイプ

にコースを区分することができる。

9）この場合、長期コースとは1年以上のものを、短期コースは1年未満の
　　コースを指している。
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図表5　コース種類・レヴェル・期間別の学習者数＊（200612007年）

19歳未満 19歳以上
　　　印S

数（千） （％） 数（千） （％） 数（千） （％）

短期コース 197 12．0 1，114 49．8 1，311 33．8

長期コース料 GCSE 92 5．6 40 1．8 133 3．4

㏄EA∠AS！2A 671 40．8 36 1．6 707 18．2

Vocational　Level　1＆Entry 264 16．1 419 18．7 683 17．6

Vocational　Level　2 235 14．3 360 16．1 595 15．3

Vocational　Level　3 161 9．8 211 9．4 372 9．6

Vocational　Level　4，5＆HE 0 0．0 23 1．0 23 0．6

not　speci且ed 23 1．4 33 1．5 56 1．4

合　計 1，645 100．1 2，236 100．0 3，881 100．0

Note：＊学習者数は、この年度に新規にコースを開始したも者の人数。

　　　’＊長期コースとは標準履修期間が1年以上におよぶものを指す。
Source：LSC（2008）op，　cit．，　p　11より作成。

①アカデミックあるいは一般教育のコース（GCSE二中等教育修了証

　書、GCE：一般教育修了証書のASレベルや2Aレベルなどを主な

　資格目的とするコース）。もともと中等学校で提供されていた普通教

　育、進学準備のためのアカデミックなコースや科目は、現在では多く

　の継続教育カレッジでも提供されている。

②かつて一般職業資格（General　National　Vocational　Qualifica－

　tion）と呼ばれた資格に対応するもので、個々の職種ではなく産業分

　野に対応した職業教育、職業関連（Work－related）教育を提供する

　コース10）。代表的な資格およびその資格付与団体には、BTEC（Busi－

　ness　and　Technology　Education　Council）11＞やC＆G（City　and

10）かつて、一般職業教育上格（General　National　Vocational　Qualifica－

　　tions）として全国資格制度の中に編入されようとしたが、現在はこの資

　　格分類は公式には使われていない。

11）英国の8000以上あるといわれる資格付与団体の一つであった。1983年
　　にビジネス教育審議会と技術教育審議会が統合して設立された。更に、

　　1996年にロンドン大学の試験評価機構と統合して、現在はEdexcelとな
　　る（名前の由来は‘educational　excellence’）。英国最大の資格付与団体と

　　なったが、資格名としてはBTECの名がそのまま使われているものが多

　　いQ
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　Guilds）’2）．　OCR　（Oxford　Cambridge　and　RSA　Examinations）i3）

　などがある。この他にも多様な一般職業資格があり、これらに対応し

　たコースがある。

③細分化した職種対応型の資格（Occupational　Quali丘cation）であ

　るNvQ（National　Vocational　Qualifica七ion）に対応したコース。

　NVQは、各職種に求められる職務能力（Occupational　Compe－

　tency）を、職場における実務訓練を通じて養成し、獲得させること

　を想定した資格である。したがってカレッジでのNVQコースは、職

　場の実務訓練とミックスさせたサンドイッチ型の学習形態をとる場合

　が多い。すでに働いている者あるいは徒弟（Apprenticeship）の身分

　を有する者が、職場で訓練を受けたり実務経験を積みながら、カレッ

　ジではそれを理論的に補完するOff－JTとして職種関連の教育を受け

　ているような学習スタイルである。

④2008年から導入された新資格制度であるニュー・ディプロマ

　（New　Diploma）に対応するコース。この資格は、14－19歳を対象と

　したものであり、内容は、（ア）職業・専門分野の基幹学習（principal

　Learning）、（イ）英語・数学・ICTからなる機能的スキル（Functional

　Skills）、（ウ）人間的スキル、学習力や思考力養成の学習、（エ）プ

　ロジェクト、（オ）労働体験、（カ）選択・専門学習（Additional　and

　Specialist　Learning）から構成される一般職業教育である。従来の

　①の一般職業教育を組み込みながらも、必要とされる学習時間が長

　く、職業教育と普通教育の結合を強く意識した幅広い職業教育を目指

　す。2008年に「創作・メディア」、「建築・建設」、「エンジニアリン

　グ」、「IT」、「福祉・健康」の5分野で導入されたのを皮切りに、2011

　年までには15の産業分野をカバーする資格となることが予定されて

　いる。

図表6は、この4つのコースタイプとそれぞれのレベルに対応する代

12）同じく英国の資格付与団体のなかの一つ。21の産業分野に約300種の資
　　格を提供。国際的な通用性が高いのも特徴。

13）同じく英国の資格付与団体。
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図表6　コース系統・レベルと代表的な資格

エントリーレヴェル 基礎レベル 中級レベル 上級レベル 高等・専門職レベル 高等・大学院レベル

Ent！y　Leve1 Level　1 Level　2 Leve13 Level　4 Leve15メ6

導入（前〉教育 ㏄SE　Grade　D－G ㏄SE　Grades　A＊一C ㏄EASIA　21eve18 Foundahon Post　Graduare

アカデミック Engl蛇h　Language ㏄EApplied　A Degrees

一般教育 Literacy　and　Nu・ Bachelor　ofArts

me「acy Bachelor　ofScience

Access　to　V㏄ationa BTEC血tr（岨uctw B四C臨tDiploma BTEC　National Higher　National Pro艶siona1
Qualo行cation Diploma BTEC　F廿st BTEC　National certi丘。日te Quali丘cations

一般職業教育 BTEC　intr（岨uctry Certi∬cate Higher　National

Cer面ca惚 BTEC　Diplom呂in Diploma

Fou皿dahon　Studies

NVQ　1， NVQ　2，　CCA NVQ　3， NVQ　4 NVQ　5

職業教育

mVQ

APP祀nti㏄ship Advanced

`pprenti㏄ship

Pm距s8ionai

puall行cations

gigher

Pro艶ssional

puaii丘cation

Apprentioeship

新一般職業教育

mew　Diploma
（14－19＞ Fo皿da恒on　I加10ma Higher　Dipl。ma へdvanced　Dipl。ma

（E漁ndgd　Diploma）

O11より導入予定

表的な資格をまとめたものである。

（2）学習領域

　アカデミックなコースでは、大学入学資格となるGCEのAレベルの

資格を取得するために14）、教科単位の学習が行われている。その科目に

は、英語、数学、地理、物理などの普通科目の他、法律、社会学などの専

門科目もある。他方、職業コースでは、産業分野や職種に対応した、膨大

な種類のコースが提供されている。アカデミックおよび職業コースを、大

まかな学習領域に分け、生徒の分布を、年齢別および男女別に示したもの

が、図表7－1、7－2である。

　年齢別にみると、19歳以上では、特定の分野に分類できないさまざま

なコースをまとめた「職業準備・基礎教育」（32．0％）を除くと、「健康・

介護・公共サービス」（15．5％）、「ICT」（11。3％）、「ビジネス・経営」

（9．0％）などを学習する者が多い。他方、16－18歳の若者では、「職業準

備・基礎教育」（13．3％）を除くと、「科学・数学」（13．2％）、「英語・語

学」（12。9％）、「人文」（11．6％）と、アカデミックコースが上位を占め、

14）標準的な大学入学資格としては、3科目のAレベルの合格が求められ
　　る。1年次にASレベルを履修したのち、2年春で同一科目の2Aレヴェ
　　ルの合格をもって、1科目のAレベルが認定される。
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図表7－1 学習領域別生徒数の分布（年齢別）

　　　　　　O　10　20　30

（2006／2007）

　　　　　　　科学・数学

　　　　　　　　農業

　　　　　　　　建設

　　　エンジニアリング製造

　　　　　　ビジネス経営

ICT（情報コミュニケーション技術）

　　接客顧客サービス・運輸

　　　スポーツ・レジャー・観光

　　理美容ゼユーテイセラピー

　　健康・介護・公共サービス

　　ビジュアルアート・創作アート

　　　　　　　　人文

　　　　　　　英語・語学

　　　　　職業準備基礎

Source：LSC　Benchrnαrking　Datαより作成。
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次に「健康・介護・公共サービス」（10．4％）、「ICT」（10。1％）、「スポー

ツ・レジャー・観光」（6．4％）といった職業分野が続く。

　次に、男女別にみる。「職業準備・基礎教育」を除くと、まず男女共通

に、「健康・介護・公共サービス」（女性15．5％、男性10．6％）や

「ICT」（男女とも10．8％）を学ぶ者が上位を占めている。次いで、女性で

は「理美容・ビュティーセラピー」（4，0％）、男性では「エンジニアリン

グ・製造」（7．1％）や「建設」．（6．1％）のコースに在籍する者が多く、ジ

ェンダー特有の伝統的な職業分化に対応する傾向もみられる。

（3）継続教育カレッジにおけるコース構成例

　次に、実際のカレッジで、コースやカリキュラムはどのように構成され

ているのかをみることにする。図表8は、ロンドンにある典型的な大規

模ジェネラル継続教育カレッジである、イーリング・ハマースミス・サウ
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図表7－2

　　　　　　　　　　　0　10　mo

　　　　　　　　科学・数学

　　　　　　　　　農業

　　　　　　　　　建設

　　　　エンジニアリング・製造

　　　　　　　ビジネス・経営

ICT（情報コミュニケL一一ション技術）

　　　接客顧客サービス・運輸

　　　　スポーツ・レジャー・観光

　　　理美容・ビューティセラピー

　　　健康・介護公共サービス

　　　ビジュアルアート・創作アート

　　　　　　　　　人文

　　　　　　　英語・語学

　　　　　　職業準備・基礎

　Sou「ce：LSC　Benchmαrlling　Datαより作成。

学習領域別生徒数の分布（男女別）（200612007）
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スロンドン・カレッジのコース構成を示している。網掛に矢印記号を付し

たマトリクスの部分に、対応する分野とレベルのコースが提供されてい

る。ジェネラル継続教育カレッジは、大規模な特徴を生かして、アカデミ

ックなコースも提供する一方で、幅広い産業分野をカバーする豊富な各種

の職業コースを提供している。それぞれのコースは、入学のための資格要

件を設定しているが、職業コースのほとんどは、レベル1あるいはそれ

以下のレベルからコースを設けているので、志願者は、学力レベル（それ

までに獲得した資格レベル）や興味・関心に合った分野とレベルのコース

を見つけ、学習をスタートさせることができる。したがって、現在までに

獲得した資格が不足している者でも、それぞれが希望する分野の下級レベ

ルのコースから始めより上級のレベルへと進むことができるのである。所

期の目的を達成した段階で労働市場に参入したり大学へ進学したりするこ
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図表8　コース・カリキュラム構成（Ealing，　Hammersmith　and　West　Lon・

　　　don　Collegeの例）

Source　：　Ealing，　Hammersmith　and　West　London　College　（2008）　Course

　　　Guide　2008－2009より作成。

とになる。

　実際には、図表8の各マトリクスの一つ一つにおいて、さらに多様な

コースが提供されている。図表9は、図表8に示した6つの分野を例と

して、それぞれの分野で提供されているコースを列挙したものである。た

とえば「ビジネス1という一分野に限っても、レベル1からレベル5ま

で、それぞれ2種類、8種類、14種類、7種類、レベル6がなくて、レ

ベル7で1種類という具合に、ほとんどの場合、同一分野の同一レベル

であっても複数のコースが提供さている。それは、ビジネス分野の多様性

を反映して、「会計・簿記」、「マーケティング」、「経営管理」、「人事」

等々、コースがさらに専門分化していること、また、多くの職業資格がモ

ジュール制をとっているため、資格のフル・バージョンを構成する部分ユ

ニットであるモジュールに対応して、コースが分化していることを反映し

ている。後者についていえば、たとえば、レベル3でBTECの資格を獲i

得しようとする場合、資格のフル・バージョンを1セットで獲得するこ
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とを想定した「ナショナル・デュプロマ」（National　Diploma：通常2

年）コースもあり、モジュールごとに学習を進める者のためには「ナショ

ナル・アワード」（National　Award）や「ナショナル・サティフィケー

ト」（National　Certificate）対応のコースが提供されているのである15）。

このように、職業分野の多様性や複雑な資格の構造に対応して、このカレ

ッジでは、合わせて500種類以上のコースが提供されている。

第2章継続教育カレッジの質的改善

　「1992年継続教育および高等教育法（1992Further　and　Higher　Educa－

tion　Act」によって、継続教育カレッジは地方教育当局（LEA）の管理か

ら離脱して、独立した法人としての：地位をもつことになった。同時に、継

続教育補助金審議会（FEFC：Further　Education　Funding　Council）の

設立によって、継続教育の財源は中央集権的に一元的に支出・管理される

ようになった。各カレッジのパフォーマンスと補助金を強力に結びつける

市場原理を導入し、生徒獲得競争によるカレッジの量的拡大と質的改善を

図ろうとする仕組みが整えられた16）。

　この継続教育補助金審議会の体制は、実際にカレッジ間に激しい生徒獲

得競争を引き起こし、1993／94－1997198年のわずか数年の間にカレッジ

の生徒総数を47．2％も増加させつつ17）、生徒一人当たりの支出を21％

も削減させるなどの財政効率の改善にも貢献した。しかし、各カレッジの

15）BTEC　National　Awardコースは、㏄E　Aレベル1科目に相当し、BTEC

　　National　Certificateは2科目、　BTEC　National　Diplomaコースは3科

　　目に相当している。なお、大学受験に関しても、BTECなどの職業資格
　　は、GCE　Aレベルと同格の扱いとするたてまえになっている。

16）拙稿「1990年代イギリスにおける義務教育後の教育・訓練にかかわる財

　　政制度とその影響一市場原理にもとつく教育・訓練施策の具体的手法と

　　その問題点」（『大阪直直女子短期大学研究紀要No．38』2001年）参照。

17）この間のフルタイム、パートタイムをあわせた継続教育に在籍する生徒

　　増加の内訳は、16－18歳で7．1％、19－59歳で67．5％、60歳以上で99．6

　　％であり、増加の主力はパートタイムの成人の教育分野であった。（House

　　of　Commons，　Education　and　Employment　Committee，　Access　for　All？

　A　Surveor　ofPost－16　Participation，　Volume　1，　HMSO，　p．8）o
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努力が、補助金算定基準の3大要素である①入学者数（start　element）、

②修了率（on－programme）、③目標達成率（outcome）を引き上げるこ

とに集中的に注がれるあまりに、補助金獲得を最大化することが目的化、

形式化することによって、結果としてカレッジの教育の質や水準の向上・

改善に関しては、必ずしも十分な成果が上がっていないなどの問題が明ら

かになった18）。

　こうした問題に対し、2001年に継続教育補助金審議会と職業訓練分野

の補助金を統括していた職業訓練・企業協議会（TECs：Training　and

Enterprise　Councils）を統合して、学習・スキル協議会（LSC：Learning

and　Skill　Council）が設立され、高等教育を除く義務教育後のすべての

教育・訓練の公的資金の配分、管理を実行することとなった。この学習・

スキル協議会は、これまでの競争原理にもとつく財政体制を維持しつつ、

その財政誘導の方法を精緻化させ、また教育水準評価局（OFSTED：

Office　fbr　Standards　in　Education，　Children’s　Services　and　Skills）に

よるより強化された教育評価・視察制度と連携して、継続教育カレッジの

質的な改善を試みることになった。

　以下では、教育の質に関わる主要な指標に注目しながら、改善状況を検

証することにする。継続教育の質的改善状況をみる指標として、①学習・

スキル協議会が発表している成功率、②教育水準評価局による視察結果、

③学習・スキル協議会の委託によって行われる「全国学生満足度調査」の

結果を検証する。

第1節　成功率（Success　Rate）

　学習・スキル協議会は、継続教育の質的評価の基準として次の3つの

指標を設定している。①成功率（Success　Rate）とは、全入学者に対す

18）拙稿、前掲、2001年、Felstead，　A．　and　Unwin，　L．（1999）Skills　Task

　Force　Research　Paper　11　：　Funding　Systems　and　Their　lmpact　on
　Shills，　Skill　Task　Force，　pp．17－21やHyland，　T．＆Merrill，　B．（2003）

　The　Changing　Face　of　Further　Education　Lifelong　learning，　lnclusion　and

　Community　Values　in　Further　Education，　Routledge　Falmer，　pp．15－16

　　など参照。
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図表10 継続教育カレッジの年齢別・期間別の成功率・修了率・達成率（2006／
2007年）

成功率串 修了率輯 達成率寧艸
年齢

長期 短期 全 長期 短期 全 長期 短期 全

19歳未満
P9歳以上

77．1％

U9．6％

81．7％

W6．0％

77．6％

V7．9％

86．6％

W0．1％

94．9％

X4．3％

87．6％

W7．3％

89．0％

W6．9％

86．1％

X1．1％

88．6％

W9．2％

全 74．1％ 85．3％ 77．7％ 84．0％ 94．4％ 87．4％ 88．2％ 90．3％ 88．9％

る資格目標を達成した者の割合であり　　　　　　　　　　　　と

は、コースを所期の期間在籍しその課程を修了した者の割合、③達成率

（Achievement　Rate）とは、コース修了者のうち資格目標を達成した者の

割合をいう。図表10は、その3つの指標ごとの結果を、年齢別、コース

期間別に示したものである。

　全体でみた場合、成功率・修了率・達成率は、それぞれ77。7％、87．4

％、88．9コ口ある。年齢による

Note：　＊成功率（Success　Rate）とは、コース入学者が最終的にコースの目
　　　　　指す資格を獲得した割合。
　　　　’＊修了率（Retention　Rate）とは、コース入学者に対して、履修期間
　　　　　終了まで在籍を続け課程を修了した者の割合。
　　　＊”me工率（Achievement　Rate）とは、コース修了者に対して、コース
　　　　　の目標である資格を獲得した者の割合。
　　　＊＊＊＊短期コースとは、履修期間が1年未満のコース。長期コースは、1
　　　　　年以上のコースをさす。
Source：The　lndividuαlized　Leαrner　Record（ILR）F　05より作成。

　　　　　　　　　　　　　　　　　、②修了率（Retention　Rate）

大きな違いはなく、コース期間ご

との成果は、一年以内の短期コー

スのほうが高い。

　図表11－1、11－2、11－3は、2000

12001年度からの各指標の変化を

みたものである。全指標とも、若

者でも成人でも著しい改善がみら

れる。例えば成功率は、成人で59

％から77％へ、若者では58％

から77％へと、いずれも20％

近くの改善を達成している。な

お、若者の急激な改善に比して成

図表11－1
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図表11－2　修了率（Retention　Rate）　図表11－3

　　　　　の推移　年齢別（2000！01
　　　　　－2006／07）

｛e6）　（％）
90r　go
85

80

一一｢一一16－18歳
87 87 87
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嫉
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　　　　　　　　　89
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Source：LSC　Benchrnarhing　Dαtaより作成。

人の改善は、最近やや停滞傾向にある。2000年代当初、いずれの指標も

成人が若者を上回っていたが、2006／07年には、3つの指標とも若者が同

じまたは上回る結果となっている。1990年代当初には、継続教育カレッ

ジの中退率が50％近くあることが、この分野の大きな問題の一つといわ

れていたが、現在では、コースを修了する者は、若者、成人とも9割に

近づこうとしており、大きな改善が進んでいる。
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第2節視察（lnspection）

　継続教育カレヅジは、教育水準評価局（OFSTED）によって、4年毎

に一度、完全視察（Full　Inspection）を受けることになっている（第1

回目の視察サイクルは2001－2005年に行われ、現在第2サイクルが進行

中）。この完全視察の他、毎年の視察も実行されている。視察は、①組織

の全体的な効率性、②さらなる改善を実行する能力、③アチーブメント

（資格）と水準、④教育・学習の質、⑤リーダーシップと経営管理の5つ

の領域で行われる19）。

19）第一サイクルでは5段階の尺度で、第ニサイクルでは4段階の尺度で評
　　価され、満足に達していないと評価を受けた場合は再視察が実施される。
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図表12　継続教育カレッジに対する視察結果（OFSTED）
　　　　（2005／2006年＊2007／2008年＊＊）

　　　　　　　　　　■卓越ロ良好囲可ロ不可　　　　　　（％）

　　全体的な効率姓

　　　2007／2008

　　　2005／2006

　　　　改善能力

　　　2007／2008

　　　2005f2006

アチーヴメントと水準

　　　2007／2008

　　　2005／2006

　　教育・学習の質

　　　2007／2008

　　　2005／2006

リーダーシップと管理

　　　2007／2008

　　　2005／2006

No七e：＊2005／2006年度の調査は、54のGeneral　FE　collegesとTertiary　Col一．

　　　　leges、21のSix七h　Form　Colleges、21のSpecialist　FE　collegesの調査

　　　　結果。

　　　＊＊2007／2008年度の調査は、72のGeneral　FE　CollegesとTertiary　Col－

　　　　leges、33のSixth　Form　colleges、6つのSpecialis七FE　collegesとFE

　　　　を提供する2つの高等教育機関の視察結果。
Source　：　OFSTED　（2006）　The　Annual　Report　of　Her　Mojesofs　Chief　lnspector　of

　　　　Sbhools　2005／2006，　p．27および、　OFSTED（2008）The　Annuα1　Report

　　　　of　Her　MOjesty’s　Chief　lnspector　of　Schools　2007／2008，　p．37より作成。

　図表12は、2005／2006年度と2007／2008年度の視察結果を比べたもの

である。両年度とも5つの指標すべてにおいて9割を超えるカレッジが、

「可（満足できる）」以上の評価を受けている。両年度を比べた場合、顕著

な変化は、5つの指標ともに「可（満足できる）」、「非常に満足」という

評価から、最高の評価である「卓越」へその割合が移行しているというこ

とである。「卓越」という評価を得たカレッジの割合は、「全般的な効率

性」については11％から32％へ、「改善能力」については21％から39

％へ、「アチーヴメントと水準」については10％から27％へ、「教育と
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学習の質」については8％から32％へ、「リーダーシップと管理」につ

いては13％から34％へ、それぞれ2倍から4倍増となっており、短期

間のうちに大幅な改善が達成されたことがうかがわれる。

第3節　生徒の満足度

　学習・スキル協議会は、2001年以来5回の「全国学習者満足度調査」

（LSC，　National　Learners　Satisfaction　Survey）を実施している。この

調査は、①学習経験、②教育方法の質、学習管理の質、③生徒への援助な

どに関して、生徒から直接に評価を問うものである。

　図表13は、「学習経験に関する全体的満足度」の変化を示したもので

ある。すでに2001／2002年の調査時点から「しごく満足（extremely　satis－

fied）」、「非常に満足」、「かなり満足」と評価した者の合計は90％を超え

ており、その後も90％前後の非常に高い水準を維持している。しかも、

より詳しい内訳をみると、最高の評価をする者の割合が、年々上昇してお

り、2001／2002年から2006／2007年の5年間に、「しごく満足」の割合

は、19．6％から26．6％へと7％も上昇している。

　図表14は、「教育の質に関する全般的満足度」の変化を示したもので

ある。この項目に関しても、「しごく満足」、「非常に満足」、「かなり満

足」と評価した者の合計も、2001／2002年以来90％前後を推移してお

図表13　学習経験に関する全般的満足度

2001／2002

2002／2003

2003／2004

2004／2005

2006f2007

暉しごく満足

□非常に満足

園かなり満足

■どちらでもな

い
ロかなり不満足

國非常に不満足

囲至極不満足

va不明

　　　　　　oe！，　2001．　40e！，　60el，　soo！．　I　ooe！．

Source：LSC，　IVαtionα1　Leαrners　Sαtisfaction　Surveyの各年度版より作成。
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図表14　教育の質に関する全般的満足度

2001／2002

2002／2003

2003／2004

2004／2005

2006／2007

■しごく満足

□非常に満足

圏かなり満足

國どちらでもない

ロかなり不満足

囲非常に不満足

國至極不満足

囲わからない

　　　　　Oele　20e！o　40e！o　6001e　8001e　1000fo
Source：LSC，　Nαtionα1　Leαrners　Sαtisfaction　Surveorの各年度版より作成。

り、カレッジのほとんどの生徒が、授業内容、方法、生徒への学習援助な

ど、教育の質に満足していることがわかる。しかも、満足のグレードにお

いて、「かなり満足」（26．4％から22．6％）が減少し、「しごく満足」

（22．6％から25．7％）が増加し、より高い満足度へと移行している。

　教育の質に関しては、教師に対する評価項目を設け、教師の生徒理解、

専門知識、授業の進め方など10項目にわたって、生徒が10段階評価を

行う設問もある（図表15）。2007／2008年目調査では、10項目とも平均

が7．6～8．8と高い評価結果となっている。いずれの項目とも、8点以上

の高い評価を与える生徒の割合は6割を超えている。

　調査は、カレッジの提供する物心両面にわたるさまざまなサポート、サ

ービスについても満足度を問うている。この分野に関しても、多くの生徒

は、多様なサポートやサービスが利用可能と答えており、またその有効i生

を認めている。たとえば、「必要な時に教師から必要な援助や協力を得ら

れるか」という問いに、92％が「はい」と答えており、「適切なスタッフ

からのアドヴァイスや個別相談が受けられる」には82％、「図書館利用や

学習室の利用が可能」には80％、「コンピュータの利用が可能」には同じ

く80％が「はい」と答えている。また、これらのサポートやサービスの

有効性について、47％が、「非常に有益」、30％が「かなり有益」と答

え、「全く有益でない」、「あまり有益でない」と答えた者の割合は合わせ
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　　　　　　　　　図表15　教師への評価（10段階）

　　　　　　　　　　　　o　leo（％）
　　　　主徒への蜀わり（平均＝ε．3）　　　　　　　　　　　　　エCto　　　　　　　　　2zai弼

　　　　　・聯欝細・陣闘灘醐瀦』L睡艶蠣馬
　　　教科を興晦深く教える（平均＝7．9）　　　　　　　　　　1B　　　　　　9　　　論馨　5．．5　　　｝

　　　学習グループの管理（平携一7，8）　　　　　　　　　16．9　　　　・　　舞ン　胴

　　　　　　朕1言魎（平均一紛灘二三二三［二一灘鶴i
轍。。轍．、携，鵬、，，　　、、、．9、鷺郷　i
　　　　　　　　　　　　r’　’　”’”　”’　”　1
　　　　　　自棲言妾窟（平均＝7．6）　　　　　　　　　獅fi　　　　　　　　纏纂　7．e

　　　　　　学晋交援i（平i箏＝7．6＞　　　　　　　　　　鋤i　　　　e　　　鱒憲　7．fi

　　　　敦材の質や利用（＃z±em7．ア）　　　　　　　　　27．“　　　　　　　　鰭蓼　6．9

　　　　　　・・…一墾亙三二璽璽1華亟

　　　　　　　　　　　　　　薩1（｝　　　El　9　　　霊8　　　 ［＝］7　　　 ⊂〕6　　　 綾5Y乏，下

Seurce：LSC　（2008）2＞αtionαl　Leαmers　Sαtisfaction　Survey　2007／2008より

　　　　作成，、

ても22％である。

第3章　後期中等段階の継続教育

第1節　16歳での分岐

　以下では、継続教育カレッジの教育のうち、19歳未満の若者の教育に

ついて概観し、青年期における継続教育の位置についてみてみることにす

る。先にもみたように、継続教育全体の生徒数でみた場合には、若者（19

歳未満）の占める割合はおおよそ1／4にすぎないが、青年期の教育機会に

おける継続教育の占める位置は大きい。図表16に見るように、義務教育

が終了する16歳の進路分岐点では、81．5％の者がフルタイムの教育を継

続している。そのうち、継続教育が42．1％を占め（第6級カレッジ11．3

％、ジェネラル継続カレッジ他30．8％）、中等学校を含めた残りのフルタ

イムの教育（39．4％）や職場での教育・訓練（11．4％）、就業（2．1％）、

無業（5．2％）の占める割合を上畷っている。16歳の時点で、若者が選択
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図表16　16歳時点での進路分岐（2008年）

（％）

．教育・訓練（Education　and　training）

フルタイム教育（Full－time　education）

Maintained　schools 31．7

Academies　and　City　Technology　Colleges 1．3

Independent　schools 6．2

Sixth鉛r鵬colieges 11．3

Geaeral　FE，　ter七iary　and　specialist　colleges 30．8

Higher　education　institutions 03

Total 81．5

職場訓練・教育（Work　based　Learning，　Training　and　other　education）

Work　Based　Learning（WBL） 5．5

Employer　Funded　Training（EFT） 1．7

Other　Education　and　Training　（OET） 4．2

Toもa1 11．4

教育訓練なし（No七in　any　education　or　training）（NET）

Not　in　any　education　or　training－in　employment 2．1

Not　in　any　education，　employ　ment　or　training（NEET） 52

Tota1 7．3

Total 100．0

Source　：　DCSF，　Data　Base　：　Participation　in　education　and　training　of　16　to

　　　　　18　yeαr　oldsより作成。

する活動のうちで、最も大きな割合を占めるのが継続教育カレッジに進む

ことなのである。

　16－18歳の年齢層全体でみた場合でも（図表17参照）、最大割合の

31．3％の者が、継続教育機関に在籍している（第6級カレッジ7．3％、そ

の他のカレッジ24．0％）。その数字は、中等学校の24．1％や高等教育機

関の8．3％を上回っている。フルタイムの教育以外では、パートタイムの

教育に4．1％が、職業訓練に15．8％が携わり、残りの20．3％は教育や訓

練に携わっていない（NET）。このなかには、仕事にも就いていないいわ

ゆるNEET（Not　in　Employment，　Education　or　Training）に分類され

る者が10．3％含まれる。
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図表17　後期中等段階の教育・訓練

大学高等教育機関　／　継続教育　／　雇用　／　訓練

…機関やそ・■一スー・振・分・に・ま一ﾈGC…灘果澱撫
㊤
H
－
口

義務教育SecondarySchool

第2節16－18歳の若者の主要活動の推移

　継続教育は、現時点における若者の活動において最も大きな割合を占め

るだけでなく、近年その比重を増している。図表18を見ると、1980代

後半頃までは、職業訓練や就業している者（この場合、教育・訓練を伴わ

ない就業者に限定）は、それぞれ30％前後を占め多数派を構成してい

た。他方、フルタイムの教育は、中等教育、継続教育、高等教育のすべて

を合わせても30％台を超えることはなかった。フルタイムの教育を継続

する者の割合が、40％を超えるのは、1990年代を待たなければならなか

った。1980年代後半から90年代初頭にかけて、フルタイムの教育に就

くものが急激に増大し、職業訓練や就業している者の割合が急減する。フ

ルタイム教育の割合は、1990年代の初めに一つのピークを迎えた後、や

や減少し、しばらく停滞状況が続いたが、2000年代に入る頃より再び増

加に転じている。現在では、フルタイム教育への就学が61．4％となり、16

－18歳段階の若者の活動の主流となっている。そのなかで継続教育カレッ

ジは、学生数において中等学校を上回っているだけでなく、その割合は

2000年代に入り増加し続け、ますますその重要性を増している。
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図表18　16－18歳の教育・訓練参加率の推移（1985－2008年）
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第3節　後期中等教育段階の改革課題と継続教育

　2000年代に入ると、イギリスの教育・訓練制度全体において後期中等

段階に重大な欠陥があることが、政策文書において繰り返し述べられるよ

うになる。たとえば、教育・技術省は、2004年に今後5年間の戦略課題

を示す中で、次のように述べている。

　「イギリスの鍵となる弱点は、16－19歳の教育・訓練への参加の低さで

ある（イギリスの17歳の教育・訓練への参加率は、OECD　30力国中27

位である）。翻って、このことが成人労働力のスキルにおける歴史的不足

を増幅する結果となっている。成人のスキルがレベル220）に達している割

合は、OECD　30力瘤中18位である。」21・22）

20）レベル2とは、NVQのレベル2が想定する「決まった仕事の中で一定の
　　仕事をするだけではなく、知識と技能を応用してある程度変化のある作

　　業もできる能力。作業には単純作業ではない複雑な作業を含み、仕事に

　　対する責任と自主性も多少は要求される」レベルをさす。

21）　DfES　（2004）　Department　for　Education　and　Shills：　Five　Year

　　Strategy　for　Children　and　Learners，　p．7．
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　同省の教育双書『14－19歳の教育とスキル』（2004年）23）は、後期中等

段階の改革の緊急課題として、「低い16歳後の教育・訓練在籍率の引き

上げに取り組む一次の10年間で、17歳の教育・訓練の参加者を、75％

から90％に引き上げる」と宣言し、明確に数値目標を示した。1997年

に教育を最優先の公約に掲げて誕生した労働党政権は、若者の教育・訓練

へのアクセスの拡大を、経済発展および社会的排除への対処の最重要課題

として位置づけていた。以来、後期中等段階の教育予算の大幅な増額やコ

ネクションズなど若者のための本格的な包括的支援政策を積極的に展開し

てきた。にもかかわらず、図表18で見たように、NEETの割合は、この

20年近く10％前後を推移し改善の方向に向かっていない。社会的に見て

様々な不利な立場にある若者を社会的排除に陥らせることのないように、

教育や訓練にアクセスさせることは、政策にとって想像以上に困難な課題

であることが判明したのである。

　図表19は、YCS（Youth　Cohort　Study　of　England　and　Wales）、コ

ーホート12の調査結果にもとづいて、2004年に義務教育を修了し、そ

の後もフルタイムの教育を継続している若者について、16歳時点で在籍

している教育機関とその生徒の属性を単純クロスさせて整理したものであ

る。まず、義務教育時代の成績や懲戒経験などにおいて、私立中等学校、

公立中等学校、第6級カレッジ、継続教育カレッジの順に、明白な格差

22）同じく、議会に提出された教育白書『継続教育：スキルを向上させ、人

　　生のチャンスを改善する』（DfES（2006）Further　Education　：Rαising

　　Sleills，　Inzproving　Life　Chαnce）の補足文書の中でも次のような記述が

　　ある。「英国は、世界の経済的競争国との間において、16歳での教育・

　　訓練にとどまる者の割合と、労働力の中間水準のスキルに関して、依然

　　として遅れをとり続けている」。OECD諸国との比較において、英国
　　は、10歳時点での読解力で3位、16歳時点での数学と読解力で7位、
　　学位獲得者の割合で7位、高等教育のアカデミックコースでの修了率で

　　4位という平均を上回る実績を示す一方で、17歳時点の教育・訓練への
　　参加率が、24位とほぼ最下位に近く、資格レベルが中間以上（熟練工以

　　上）である労働者の割合が17位という、重大な停滞状況、陥没地帯のあ
　　ることを指摘している（DfES（2006）Partial　Regulαtor　y　lmpact　Assess・

　　ment　：　Further　Education　Reform　White　Paper，　para．　10）0

23）　DfES　（2005）　14－19　Education　and　Skills，　p．4．
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図表19　16歳時点の教育機関別生徒の諸属性

教育機関タイプ
　私立

?刳w校
　公立
?刳w校

第6級
Jレッジ

継続教育

Jレッジ

フルタイム

@教育
@関全

人数 944 4856 2091 2631 11084

義務教育

@時代

　　　成績
fCSE　5以上（A＊一C）

97．5 88．0 87．3 542 68．8

退学・停学経験 2．5 2．6 4．5 7．0 7．0

持家 93．6 88．2 83．5 77．2 81．3
住居タイプ

カウンシル公営賃貸 0．2 5．6 8．2 13．1 9．8

学位 52．4 26．5 23．7 12．5 21．0
父親学歴

Aレヴェル未満 30．0 57．0 59．3 73．0 64．2

学位 45．8 23．6 21．4 12．6 19．3
母親学歴

Aレヴェル未満 31．9 54．5 55．7 69．7 61．4

両親仕事 両親とも働いていない 4．8 8．0 13．0 13．7 11．7

大企業経営・専門職

@　　上級
42．2 21．7 18．7 11．3 17．6

専門職下級・技術職

@　　上級
17．4 20．0 19．4 13．1 16．0

父親職業

@威信
i職種）

中間職種 23．3 21．0 21．4 20．9 21．2

下級職（指導責任有） 2．5 9．7 10．4 13．2 10．8

ルーティーン職 1．9 9．8 10．7 16．2 12．7

その他 12．7 17．9 19．3 25．4 21．7

大企業経営・専門職

@　　上級
16．1 5．7 5．5 3．6 5．2

専門職下級・技術職

@　　上級
30．7 26．7 26．6 20．8 23．2

母親職業

@威信
i職種）

中間職種 26．4 23．1 20．7 18．1 20．3

下級職（指導責任有） 2．9 4．9 5．1 7．2 6．0

ルーティーン職 5．4 20．3 20．3 26．3 22．7

その他 18．5 19．3 21．8 24．1 22．7

父親と住んでいない 11．0 14．7 16．8 20．6 18．1両親との

@同居
i16歳時） 母親と住んでいない 4．2 6．4 5．3 8．4 8．1

人種 マイノリティ 15．1 16．4 26．1 13．7 16．2

男性 46．8 42．9 37．0 40．5 44．0
ジェンダー

女性 53．2 57．1 63．0 59．5 56．0

Source：Youth　Cohort　Survey，　Cohort　12より作成。
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がみられる。たとえば、GCSE試験において、グレードをA＊一Cでパス

した科目が5以上あるか否かでみた場合、前3者はその割合が90％前後

あるのに対し、継続教育カレッジではその割合は54％にすぎない。

　業績的属性だけでなく、出身家庭の社会経済的背景についても、明白な

格差がみられる。家庭の経済的状況を類推する指標の一つとみなすことが

できる住居タイプをはじめ、親の学歴、雇用状況、職業的地位に関するい

ずれの指標も、私立中等学校や公立中等学校ほど、有利な家庭環境のなか

で育った生徒の割合が高く、逆に、継続教育カレッジは不利な状況を抱え

る生徒を多く受け入れている。親との同居についても、継続教育カレッジ

の生徒は、父親母親と一緒に住んでいなかった割合が高い。

　ただ、人種については、第6級カレッジにマイノリティの割合が多

く、継続教育カレッジは最少となっている。またジェンダーについては、

どの機関も男性より女性の割合が上回っているが、なかでも第6級カレ

ッジの女性の割合が極端に高くなっている。

　私立、公立とも中等学校は、また第6級カレッジも、基本的に大学進

学準備を想定したアカデミックな教育を主に提供しており、これらのコー

スは、GCSE試験において、グレードがA＊一Cで5科目以上をパスして

いることを標準的な受け入れ要件としている。したがって、義務教育段階

で成績の振るわなかった生徒が、フルタイムの教育を続けようとする場

合、継続教育カレッジがその受け皿を提供することになるのである（図表

20）o

　しかも、公立、私立の中等学校や第6級カレッジとも提供する教育内

容は、アカデミックなコース以外のバリエーションは非常に限られてい

る。これらの学校において提供されているコースの種類は、GCE　AIAS

コースに集中しており、そのコースに学ぶ生徒の割合は、私立中等学校で

94．5％、公立中等学校は77．9％、第6級カレッジは76．5％となってい

る。また、これらの3つの機関において、レベル2以下のコースを履修

している生徒の割合は、1．4％、6．7％、10．0％にすぎない。継続教育カレ

ッジ（以下第6級カレッジは除く）以外の教育機関では、提供する教育

のレベルも内容も、きわめて狭い範囲に限定されているのである。
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図表20　教育機関別の義務教育修了時の成績
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　これに対して、図表21にあるように、継続教育カレッジのみが、多様

なレベル及び多様な種類のコースに生徒が分布している。

　義務教育後のフルタイムの教育機会は、必ずしもすべての者に開かれて

いるわけでない。継続教育カレッジ以外は、その受け入れ及び入学後の選

択において、非常に限定的な機会を限定的な部分にしか提供していないの

である。そのことは、継続教育カレッジ以外の教育機関が成績による選抜
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を実施しているため、低学力の者が結果的に排除されるということだけを

意味しない。義務教育段階の成績は、家庭の経済的社会的背景によって強

く規定されている。したがって、不利な立場にある若者は、継続教育カレ

ッジ以外の教育機会へのアクセスから排除されるリスクが高い構造が存在

しているのである。継続教育カレッジは、無選抜という包摂的アプローチ

と豊富な教育のバリエーションを提供することによって、社会的排除に対

処する有力な手段としての可能性を有しているのである。継続教育カレッ

ジは、このように成績や家庭的背景において不利な若者を受け入れながら

も、第2章でみたように、資格獲得率や修了二等において、大きな改善

を実現しており、そのアウトプットにおいても社会的包摂のための有効性

を証明しているのである。

まとめにかえて

　2000年代に入って、イギリスの教育政策は、その改革目標を経済発展

への貢献にますます焦点化するようになっている。2005年、『フォスター

レポート』（Reαlising　the　Potentiα1　：．A　Revieωof　the　Future　Role　of

Further　EdUCαtion　College）は、継続教育の全般的な検討を行い、その

将来の中心的役割を次のように定式化することを勧告した。「政府は、継

続教育カレッジの、とりわけジェネラル継続カレッジの中核的な役割を、

経済的に価値のあるスキルの供給であると明確に定めるべきである。ジェ

ネラル継続カレッジと、ターシャリー・カレッジ、スペシャリストカレッ

ジは、その基本目標を、エンプロヤビリティ（雇用可能性）を改善し、経

済的に価値のあるスキルを提供することとすべきである」24）と。この目標

設定は、政府の継続教育に関する基本方針として受け入れられるところと

なった25＞。

24）　Foster，　A．　（2005）Realising　the　Potential　：　A　Review　of　the　Future　Role

　　of　Further　Education　College，　p．20．

25）　Df11　S　（2006）　Further　Education

　　Chance．

：　Raising　Skills，　lmproving　Life
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　1997年に誕生した労働党政権は、教育・訓練政策に、経済的目標と同

時に、社会的排除への対処という社会目標を担わせてきた。継続教育補助

金協議会が設立した「参加拡大検討委員会」は、「（協議会の目的のひとつ

が）教育・訓練に参加していないが、そこから利益を得ることのできる

人々に対して継続教育へのアクセスを促進する」ことにありながら、継続

教育が不利な立場にある者のための機会の拡大には必ずしも貢献しなかっ

たとの問題点を指摘した。その上で、「学習は、経済的繁栄と社会的包摂

の双方の目的達成の中心に据えられるべきであり、平等をすべての者が成

功する機会を持つという意味として捉え、16歳以降の学習機会の拡大の

ために・…　　劇的な政策転換が必要である」26）と主張した。

　以後、継続教育カレッジは、社会的排除への対処をその目標の一つに据

え、実際に少なくない貢献をしてきた。例えば、エスニックマイノリティ

出身者、剥奪地域出身者、EMA受給者、英語以外を母国語とする者

（ESOL：English　fbr　Speakers　of　Other　Languagesの対象者）など、

不利な立場にある人々からのアクセスにおいて、他のどの教育・訓練機関

よりも貢献度が高い。しかしながら、労働党政権下で、教育拡張策、ニュ

ーディール政策やコネクションズなど、大掛かりな社会的排除への対策が

講じられてきたにもかかわらず、全体として見た場合、必ずしも十分な成

果があがっているとは言い難い。経済目標にとって桓桔といわれる、義務

教育修了後の低調な教育・訓練への参加、中間レベル以上の資格を持つ労

働者の少なさは、まさに社会的排除と結びついた問題ゆえ、その改善は容

易ではないのである。にもかかわらず、継続教育カレッジの目標を経済目

標へ狭く焦点化する再びの政策転換は、かつて、上記の継続教育補助金協

議会の委員会が次のように批判していたことを想起させる。曰く、「経済

的目標と社会的包摂の相互依存性を十分に認めることない結果として、継

続教育におけるプライオリティを専ら経済的なゴールに置くことは、広い

生活のための学習を犠牲にすることになる。そのアプローチには、2つの

大きな弱点がある……学習者の定義をあまりにも狭く限定してしまうこと

26）　FEFC　（1997）　Learning　VVorhs　．’　Widening　Participation　in　Further

　Education，　p．150
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であり、学習機会の範囲をあまりに狭く焦点化してしまうことである」

と。

　この研究は、日本学術振興会科学研究費補助金（基盤研究B、海外学術研究、2008

－10年）、「現代若者の労働市場への移行実態と移行・就労支援政策の効果に関す

る実証的研究」による研究成果の一部である。
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